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安全のために

本製品を安全にご利用頂くために、 以下の事項を必ず守ってください。 これらの事項が守
られていない場合、 感電、 けが、 火災、 故障などの原因になり ます。

表示の意味は以下のとおりです。 内容をよ く理解してから本文をお読みください。

異常時の処理について

警告 ! データの消失やお使いの機器への損害を避けるために注意して読む必要があ り ます。

重要 : 操作上の損害を避けるために注意して読む必要があ り ます。

警告
この表示の注意事項を守らないと、火災、感電などによ り死亡や大けがなど人身事故

の原因となり ます。

注意
この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によ りけがをした り、データ

や通信の消失、物的損害の発生する可能性があ り ます。

警告
万一、内部に水などが入った場合は、電源アダプタ本体をコンセン トから抜いて販売店

にご連絡ください。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因とな り ます。

万一、内部に異物が入った場合は、電源アダプタ本体をコンセン トから抜いて販売店に

ご連絡ください。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因となり ます。

万一、煙が出ている、異臭がするなどの異常状態のまま使用する と火災、感電、故障の原

因とな り ます。すぐに電源アダプタ本体をコンセン トから抜き、煙が出なくなるのを確

認して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対におや

めください。

万一、本装置を落と した り、ケースを破損した場合は、電源アダプタ本体をコンセン ト

から抜いて、販売店にご連絡ください。そのまま使用する と火災、感電、故障の原因とな

り ます。

電源コードが痛んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのま

ま使用する と火災・感電の原因とな り ます。
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取り扱いについて

電源について

警告
本装置に水が入った り しないよ う、またぬら さないよ うにご注意ください。火災、感電、

故障の原因とな り ます。

本装置の上や近くに花びん、植木鉢、コ ップ、化粧品、薬品や水などの入った容器または

小さな金属物を置かないでください。こぼれた り中に入った場合、火災、感電、故障の原

因とな り ます。

弊社の指示がない限り、本装置を分解、改造しないでください。火災、感電、故障の原因

となり ます。

弊社の指示がない限り、本装置のケースを外さないでください。電源部や内部に触れる

と火傷、感電、故障の原因とな り ます。

ぬれた手で本装置を操作しないでください。火災、感電、故障の原因とな り ます。

注意
移動させる場合は、電源アダプタをコンセン トから抜き、回線コードなど外部の接続線

をはずしたこ と を確認の上、行って ください。コードが傷つき火災、感電の原因となる

こ とがあ り ます。

警告
表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電、故障の原因とな

り ます。

電源アダプタはコンセン トに確実に差し込んでください。電源アダプタ（プラグ）の刃

に金属などが触れる と火災・感電の原因とな り ます。

ぬれた手で電源アダプタを抜き差ししないでください。感電の原因とな り ます。

タコ足配線はしないでください。火災、過熱の原因とな り ます。

電源コードを傷つけた り、破損した り、加工した り、無理にまげた り、ねじった り しな

いでください。重いものをのせた り、加熱した り、引っ張った りする と電源コードが破

損し、火災、感電の原因になり ます。

近くに雷が発生したと きは、電源アダプタや接続ケーブルなどを抜いてご使用をお控

えください。雷によっては火災、感電、故障の原因とな り ます。

注意
電源アダプタを抜く と きは、必ず電源アダプタ本体を持ってぬいて ください。電源

コードを引っ張る と コードが傷ついて火災、感電の原因となるこ とがあ り ます。

電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶けて火災、感電の原

因となるこ とがあ り ます。
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設置場所について

お手入れについて

お手入れの際は安全のために電源アダプタをコンセン トから抜いて行ってください。

注意
直射日光の当たる と ころや温度の高いと ころに置かないでください。内部の温度が上

がり、火災の原因となるこ とがあ り ます。

湿気やほこ りの多い場所に置かないでください。火災、感電、故障の原因となるこ とが

あ り ます。

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたるよ う な場所には置かないでください。

火災、感電、故障の原因となるこ とがあ り ます。

ぐ らついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。落ちた り、倒

れたり して、けがの原因となるこ とがあ り ます。

振動、衝撃の多い場所に置かないで ください。落ちた り、倒れた り して、けがの原因と

なるこ とがあ り ます。

注意
アルコール、ベンジン、シンナーなど、揮発性のものは使わないでください。変色、変

形、変質や故障の原因とな り ます。

静電気集塵型化学ぞ う きんは絶対に使わないでください。故障の原因とな り ます。

年に一度は電源コードを抜き、プラグおよびコンセン トに付着しているゴ ミ、ホコ リ

等を取り除いてください。
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このマニュアルについて

このマニュアルは、製品ソフ ト ウェア （ファームウェア） バージ ョ ン 4.01以降を搭載した AXIS 262+ をご利用の管理
者またはユーザを対象と しています。 このマニュアルには、 お使いのネッ ト ワーク上で AXIS 262+ の設定、 管理を行
うための手順が含まれています。

必要に応じて、内容を更新したマニュアルをアクシスコ ミ ュニケーシ ョ ンズ株式会社 （以下、 Axis） のホームページで
公開するこ とがあ り ます。

知的財産所有権

本製品には、ライセンスされたサードパーティ製のソフ ト ウェアが含まれています。詳し くは、本製品の内部Webペー
ジ （［セッ ト アップ］ - ［製品について］） を参照して ください。

法律上の注意事項

ビデオの録画は法律によって禁止されている場合があ り、 その内容は国によって異な り ます。 本製品を監視用途でご
利用になる前に、 ご利用頂く地域の法律を確認して ください。

電波に関する適合性 （EMC）
本装置は無線周波数を発生、 使用、 放射するため、 指示通りにインス トールおよび使用されていない場合は、 無線通
信に有害な混信を招く恐れがあ り ます。 ただし、 特定のインス トールにおいて妨害が生じないとい う保証はあ り ませ
ん。

本装置がラジオおよびテレビ受信機に対して有害な混信を招き、 本装置の電源の入 / 切を行う こ とによって本装置が
原因である と確認できた場合は、 次の 1 つまたはそれ以上の措置に従って混信を正すよ うにして ください ： 受信アン
テナの方向を修正または再配置を行う。 本装置と受信機の間隔を広げる。 本装置を、 受信機が接続されているものと
は異なる電源に接続する。 販売店または経験を積んだラジオ / テレビ技術者に相談する。 EMC基準への準拠を満たす
には、 本装置と と もにシールド付きツイス トペア （STP） ネッ ト ワークケーブルを使用する必要があ り ます。

欧州 -  This digital equipment fulfills the requirements for radiated emission according to limit B of 
EN55022/1998, and the requirements for immunity according to EN55024/1998 residential, commercial, and light 
industry.

日本 -この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に基づく ク ラス B情報装置です。 この装
置は、 家庭環境で使用するこ とを目的と していますが、 この装置がラジオやテレビジ ョ ン受信機に近接して使用され
る と、 受信障害を引き起こすこ とがあ り ます。 取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

責任

Axisは、 このマニュアルの技術的、 印刷上の誤りについて、 一切の責任を負いません。 また Axisは、 予告なく製品や
マニュアルの記載内容に対して変更、 修正を行う こ とがあ り、 将来にわたるいかなる約束を表明するものではあ り ま
せん。 Axis は、 Axis 製品およびソフ ト ウェアの使用の結果に生じた、 偶発的な損害および間接的な損害、 またこれら
に付随する事業上の利益の損失、 データの喪失、 その他使用に起因して生じるいかなる損害に対しても責任を負いま
せん。 Axis は、 このマニュアルに含まれる記述、 製品の商業価値および製品の特定用途に対する適合性について、 明
示的また黙示的な保証を一切いたしません。 また、 ハードディ ス クの故障によるデータの消失について一切の責任を
負いません。

本製品をご使用いただ く前の注意

� 正しい電圧 （12V DC） で使用してください。 他の電圧で使用する と、 火災 ・感電を引き起こす原因となり ます。
� 本製品は UPS （無停電電源装置） と併用するこ とをお勧めします。
� 本製品は精密機器ですので、 取り扱いには十分ご注意ください。 振動や衝撃を与える と故障の原因となるこ とがあ
り ます。 本製品を輸送する場合は、 購入時に使用されていた梱包材を使用するよ うにして ください。

� 本製品の移動は、電源を落と した後、 30秒以上たってから行ってください。ハードディ スクの故障の原因とな り ま
す。

� 本製品を水にぬらした り、 湿気の多い場所で使用しないでください。 火災 ・感電を引き起こす原因とな り ます。 製
品内部に水が入った場合は、 電源を抜いて販売店までご連絡ください。

� 長時間ご使用にならない場合は、 電源コードのプラグを抜いてください。
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� ケースを開けたり、 また内部の部品に触れたり しないでください。

� 本製品の設置場所にご注意ください。振動、衝撃のある と ころ、直射日光の当たる と ころ、 引火性ガスや腐食性ガ
スのある と ころ、 動作環境の範囲外となる高温または低温の環境などに設置しないでください。 本製品は屋内専用
です。

� 本製品を長くお使いいただくためにも、 動作環境は 40℃以下に保つよ うにして ください。
� 動作環境が 5℃以下の場合は、 本製品の電源を常に入れたままの状態にしてください。

商標

Acrobat、 Adobe、 Linux、 Macintosh、 Microsoft、 Mozilla、 Netscape Navigator、 Windows、 WWWは各社の登録商標
です。Javaおよびすべての Java関連の商標およびロゴは、米国およびその他の国における米国 Sun Microsystems Inc.
の商標または登録商標です。

WEEE Directive
The European Union has enacted a Directive 2002/96/EC on Waste Electrical and Electronic Equipment (WEEE Directive). 
This directive is applicable in the European Union member states.

The WEEE marking on this product (see right) or its documentation indicates that the product must not be disposed of together with 
household waste. To prevent possible harm to human health and/or the environment, the product must be disposed of in an approved 
and environmentally safe recycling process. For further information on how to dispose of this product correctly, contact the product 
supplier, or the local authority responsible for waste disposal in your area. 
Business users should contact the product supplier for information on how to dispose of this product correctly. This product should 
not be mixed with other commercial waste.

サポートサービス

インターネッ トがご利用になれる場合は、技術サポート情報、更新された製品ソフ ト ウェア （ファームウェア）、 ユー
ティ リ ティ ソフ ト ウェア、 会社情報など、 下記のアドレスからご覧頂けます。

http://www.axiscom.co.jp/

その他

このマニュアルの制作には細心の注意を払っており ますが、 不正確な記述や脱落、 乱丁または落丁を見つけられた場
合は、 info@axiscom.co.jp までご連絡ください。

AXIS 262+ ユーザーズマニュアル 第 1版 （R1.0）

Copyright © アクシスコ ミ ュニケーシ ョ ンズ株式会社、 2007 2007年 1月発行
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 9  製品の概要
製品の概要

AXIS 262+ ネッ ト ワークビデオレコーダーは、Axis ネッ ト ワークカメ ラ / ビデオサーバと併用する
こ とによって包括的な監視ソ リ ューシ ョ ンを提供します。万引きの摘発、アラームの誤動作の削減、
個人の安全の強化、 および自宅の状況の確認などを リモートで行う こ とができます。

AXIS 262+ のインス トールおよびその使用方法は簡単です。 AXIS 262+ はお使いのネッ ト ワーク
に直接接続するだけで、 ローカルエ リアネッ ト ワークまたはインターネッ ト を経由して リモートで
管理が可能な録画ソ リ ューシ ョ ンとな り ます。また、同時録画やライブ画像への リモート アクセス、
さ らに最大 8台のカメ ラの録画画像を再生するこ とができます。 スケジュール録画やアラーム録画
は、 8台のカメ ラの画像を同時に録画する場合、 QVGA （320× 240） および CIF （NTSC ： 352×
240、 PAL ： 352 × 288） の解像度で最大 240 フレーム / 秒、 VGA （640 × 480） および 4CIF
（NTSC：704×480、PAL：704×576）の解像度で最大120フレーム /秒の録画スピードで動作します。

AXIS 262+ はメガピクセルのビデオを保存するのに理想的です。 Aixs ネッ ト ワークカメ ラまたは
ビデオサーバからのオリジナル画像と同じ画質を得られるこ とから、 ビデオ品質の劣化はあ り ませ
ん。 250 GBのハードディ スクには、 たとえば 8チャネルのビデオ映像を VGA （640× 480） の解
像度で 1 フレーム /秒で録画を行った場合、 約 13日間分のデータを保存するこ とができます。

AXIS 262+の主な機能は以下のとおりです。

� 最大 8台のカメ ラ、 メガピクセルまでの解像度でビデオ録画が可能。

� インス トール、 使用方法、 管理が簡単。

� 同時録画、 録画されたビデオへの リモート アクセス、 ライブ画像の閲覧が可能。

� 合計 8台のカメ ラの録画を同時に行った場合、 VGA （640× 480） および 4CIF （NTSC ：
704× 480、 PAL ： 704× 576） で最大 120 フレーム /秒の録画が可能。 QVGA （320×
240） および CIF （NTSC ： 352× 240、 PAL ： 352× 288） の解像度で最大 240 フレーム
/秒の録画が可能。

� カメ ラからのアラーム、 または AXIS 262+ のデジタル入力を ト リガと した録画の開始が
可能。

� フレームレートは、 アラーム録画およびスケジュール録画でそれぞれ設定が可能。 さ ら
に、 スケジュール録画では各ビデオソースに対して異なるフレームレートの設定が可能。

� 振動 ・衝撃を吸収する機構を備えた 250 GBハードディ スクを搭載。
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AXIS 262+ フロン トパネル

インディケータ - AXIS 262+のフロン トパネルに備えられているインディケータは、以下のよ うに
動作ステータスを表示します。

注意 ： AXIS 262+ は、 起動時にインディケータのテスト を行います。 Status、 Network、 および Disk
インディケータは赤色で 1秒、 Power インディケータはオレンジ色で 1秒間点灯します。

Disk

緑 ハードディスクにアクセスしているときに緑色で点滅します。

赤 赤色で点灯している場合は、 フ ァク ト リデフォルト、 フ ァームウェアアップグレー
ド、 またはデータベースの修復に失敗しているか、 ハードディスクエラーが発生し
ています。

まずハードデ ィ スク上の必要な録画データをお使いのコンピュータに保存してか
ら、 AXIS 262+ を再起動してみて ください。

Network
オレンジ 10 Mbps ネッ トワークに接続されている時にオレンジ色で点滅します。

緑 100 Mbps ネッ トワークに接続されている時に緑色で点滅します。

消灯 ネッ トワークに接続されていません。

Status

緑 正常動作時に緑色で点灯します。

オレンジ 工場出荷時の状態にリセッ ト しているときに、 オレンジ色で点灯 /点滅します。

赤 赤色で点滅 （Disk インディケータは赤色で点灯） している場合は、ファク ト リデフォ
ルト、 フ ァームウェアアップグレード、 またはデータベースの修復に失敗していま
す。 Status インディケータだけが赤色で点滅している場合は、 データベースの修復
中であることを示します。データベースの修復には、約 30分かかる場合があります。
本体内の温度が上がりすぎた場合、 赤色で点灯します。

Power
緑 正常動作時に緑色で点灯します。

オレンジ ファームウェアのアップグレード中は、 緑 / オレンジで点滅します。

Disk Network Status Power
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AXIS 262+ リアパネル

RS-232 コネクタ - UPS （無停電電源装置） を接続するためのコネクタです。 AXIS 262+がサポー
トする UPS機器は、 APC製 Smart-UPS です。

ネッ ト ワークコネクタ - 標準的なカテゴ リ 5 ネッ ト ワークケーブルを使用して AXIS 262+ をお使
いのネッ ト ワークに接続して ください。

9 ピン I/O ター ミナルコネクタ -外部デバイスの接続に使用します。詳し くは、39ページ 「I/O ター
ミナルコネクタ」 を参照して ください。

ファ ク ト リセッ ト アップボタン - AXIS 262+ を工場出荷時の状態に リセッ トする と きに使用しま
す。リセッ トの手順について詳し くは、39ページ「AXIS 262+ を リセッ トする」を参照して ください。

電源ボタン - AXIS 262+ を正し くシャ ッ ト ダウンするには、ビーッ と音が鳴るまで電源ボタンを押
し続けてください。シャ ッ ト ダウンは約 20秒後に完了します。も う一度電源ボタンを押すと、AXIS
262+が起動します。

電源アダプタコネクタ - 付属の電源アダプタを接続するためのコネクタです。 電源ケーブルをコン
セン トに接続して通電する と、 AXIS 262+は自動的に起動します。

重要！

� AXIS 262+が起動している と きは、 絶対に電源ケーブルを抜かないでください。

� AXIS 262+の電源を切る と きは、 電源ボタンを使用してください。

RS-232 コネクタ ネッ トワークコネクタ 9 ピン I/O ターミナル
コネクタ

ファク ト リセッ トアップ
ボタン

電源ボタン

電源アダプタコネクタ
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AXIS 262+ にアクセスする

インストール

AXIS 262+にアクセスする前に、 お使いのネッ ト ワークにまず AXIS 262+ をインス トールする必
要があ り ます。 詳し くは、 付属のインス トールガイ ドを参照して ください。

ネッ トワークビデオレコーダーにアクセスする

AXIS 262+ は Windows XP Professional （Service Pack 2） 上で動作する Microsoft Internet
Explorer 6.0以上に対応しています。最新の情報については、http://www.axiscom.co.jp/ をご覧く
ださい。

1. Webブラウザを起動します。

2. ブラウザの ［アドレス］ フ ィールドに、 AXIS 262+ に設定した IP アドレスを入力して
Enter キーを押します。

3. ネッ ト ワーク管理者によって設定されたユーザ名とパスワードを入力します（デフォルト
のユーザ名は root、 パスワードは passに設定されています）。

4. Webブラウザに AXIS 262+のメ イン画面が表示されます。

映像表示部
セッ トアップツールへのリンク

映像操作部

カメラ情報部

情報操作部

マルチ操作部

※カ メ ラが 1台も登録さ
れていない時は、 その
旨のエ ラー メ ッ セー
ジが表示されます。

オンラインヘルプへのリンク
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注意 ： � Internet Explorer で AXIS 262+の画像を閲覧するには、 ブラウザの設定で ActiveX コン ト ロー
ルを許可してお使いのコンピュータにAXIS 262+ Commanderをインストールする必要があり
ます。

� メ イン画面で使用される言語、 および日付と時刻は、お使いのコンピュータの設定 （［コン ト
ロールパネル］ - ［地域と言語のオプシ ョ ン］） に基づいて表示されます。

� カメ ラの特定の機能 （パン / チルト /ズーム、 音声など） にアクセスする場合は、 [ カメラリ
ンク ] ボタン をクリ ックして選択しているカメラの内部Web ページにアクセス
して ください。

メ イン画面

メ イン画面に表示されるボタンおよびタブの概要について説明します。

セッ トアップツール - AXIS 262+の設定ページを表示します。

時刻検索 - カレンダーから日付を選択して録画したビデオを検索することができます。

アラーム一覧 - アラーム録画が一覧で表示されます。 一覧から録画を選択して再生す
ることができます。 詳し くは、 30ページ 「アラーム一覧を利用した再生」 を参照して
く ださい。

ダウンロード - 録画したビデオをお使いのコンピュータのハードディスクに保存しま
す。詳し くは、31ページ 「録画データをコンピュータに保存する」を参照して く ださい。

1画面 /4画面 - 1台のカメラからの画像、または4台のカメラからの画像を表示します。

同期 - 4 台のカメ ラの画像を同期して再生します。 たとえば、 ある特定の時刻に 4 台
のカメラでそれぞれ録画されたビデオを確認する場合などに便利です。

ライブ - ライブ画像を表示します。

カ メ ラ選択 - カ メ ラのステータスを確認したり、手動録画の開始 /停止を行う ことがで
きます。 詳し くは、 28ページ 「手動録画」 を参照して く ださい。

4画面パターン -現在設定されている表示パターンの一覧から、使用するパターンを選
択することができます。 詳し くは、 19ページ 「4画面表示」 を参照して く ださい。

カ メ ラリンク -現在選択しているカメラの内部Webページにアクセスします。 カ メ ラ
の特定の機能 （パン / チルト /ズーム、音声など） の設定を行う場合は、 このボタンを
クリ ックしてカメ ラの設定ページにアクセスして ください。
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基本操作

AXIS 262+ の設定方法について説明します。 この章は、 AXIS 262+ のセッ ト アップツールにアク
セス可能な管理者向けとなっています。

セッ トアップツールへのアクセス

以下の手順にしたがって、 AXIS 262+のセッ ト アップツールにアクセスして ください。

1. Webブラウザを起動します。ブラウザの ［ア
ドレス］ フ ィールドに AXIS 262+に設定し
た IP アドレスを入力して Enter キーを押し
ます。

2. メ イ ン画面が表示されます。 画面上部の

を ク リ ッ ク してセッ ト ア ップツール

にアクセスして ください。

パスワードの変更

不正な使用を防ぐためにも、 AXIS 262+に最初にログオンしたと きに管理者用ユーザ （root） のデ
フォルトのパスワードを変更するよ うにして ください。

注意 ： 管理者用ユーザの名前は root に設定されており、 変更したり削除したりすることはできません。

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、 続いて左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ ン］

- ［ユーザ］ をク リ ッ ク します。

2. ［ユーザ番号］ で 「1」 が選択されているこ と、 ［ユーザ名称］ に 「root」 が表示されてい
るこ とを確認します。 ［パスワード］ に新しいパスワードを入力し、 ［パスワード （確認）］
に同じパスワードを入力します。

3. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。

新しいユーザの作成

ユーザアクセスのコン ト ロールはデフォルトで有効に設定されています。管理者 （root） ユーザは、
ユーザの名前とパスワードを設定するこ とができます （最大 50名、 rootユーザを含む）。 また、匿
名ユーザアクセスの許可を行う こ とによ り、 パスワードの入力を行わずにメ イン画面にアクセスし
て映像の閲覧ができるよ うにするこ と もできます （ただし、 Administrator 権限が必要な項目への
ユーザ認証を無効にするこ とはできません）。 ユーザ権限には、 以下の 3種類があ り ます。

Viewer 最も低いアクセス権で、 メイン画面にだけアクセスすることができます。 メイン画
面では、 録画以外の操作をすべて行う ことができます。

Operator メ イン画面にアクセスして手動録画を行う ことができますが、 セッ トアップページ
にはアクセスできません。

Administrator セッ トアップページのすべての設定項目に対してアクセスが可能で、 ユーザの登録
を行う ことができます。
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注意 ： AXIS 262+ では Administrator 権限を持つユーザは 1 つしか登録できません。 root ユーザがあらかじ
め定義されているため、 Administrator権限を持つ新しいユーザを作成することはできません。

以下の手順にしたがって、 新しいユーザ （Operator または Viewer） を作成して ください。

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、続いて左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ ン］ -
［ユーザ］ をク リ ッ ク します。

2. ［ユーザ番号］ ド ロ ップダウン リ ス トから未使用の番号を選択します。
3. ［ユーザ名称］ にユーザ名を入力します。 ユーザ名は、 最大 8文字までの半角英数字で設
定して ください。

4. ［権限］ からユーザに割り当てる権限 （Operator または Viewer） を選択します。

5. ［パスワード］ および ［パスワード （確認）］ にパスワードを入力します。 パスワードは、
最大 8文字までの半角英数字で設定して ください。

6. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。
7. すべてのユーザに対してビデオス ト リームへの閲覧を許可する場合は、 ［匿名アクセスの
許可 （Viewer）］ オプシ ョ ンから ON を選択します。 デフォルトでは、 このオプシ ョ ンは
OFFに設定されています。

8. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。

すべてのユーザが画像を閲覧できるよ うにする場合は、 ［匿名アクセスの許可 （Viewer）］ オプシ ョ
ンで ON を選択して ください。

ユーザの削除

1. ユーザを削除する場合は、 ［ユーザ番号］ から削除するユーザの番号を選択します。 選択
したユーザの設定内容が表示されます。

2. ［削除］ をク リ ッ ク して ください。

1. 未使用の番号を選択します。

2. ユーザ名を入力します。

3. ユーザに与える権限を選択します。

4. AXIS 262+のログオン時に使用するパ
スワードを入力します。

5. ［設定］ ボタンをクリ ッ クします。
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カ メラの追加

AXIS 262+ には、 最大 8台までの Axis ネッ ト ワークカメ ラ / ビデオサーバを追加するこ とができ
ます。カメ ラの追加または削除を行った場合、AXIS 262+に登録されているカメ ラの録画が最大で
約 10 分間停止します。 さ らに、 カメ ラを追加した場合は、 追加したカメ ラの画像がメ イン画面に
表示されるまでに 1分程かかるこ とがあ り ます。

以下の手順にしたがって、 AXIS 262+にカメ ラを追加してください。

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、 続いて左側の リ ンクから ［カ メ ラオプシ ョ ン］ -
［カメ ラ］ をク リ ッ ク します。

2. ［カメ ラ番号］ ド ロ ップダウン リ ス トから未使用の番号を選択します。
3. ［カメ ラ名称］ にカメ ラ名を入力します。 カメ ラ名は、 最大 32 文字までの半角英数字で
設定して ください。 ただし、 以下の記号類は使用できません。
\ / ; : | < > * ? "

4. Axis ビデオサーバに接続されているカメ ラを追加する場合は、 ［ビデオサーバ入力］ から
カ メ ラが接続されているポート を選択します。 ネッ ト ワークカ メ ラの場合は、 「1」 のま
まで構いません。

5. ［IP アドレス］ にカメ ラまたはビデオサーバの IP アドレスを入力します。

6. カメ ラ / ビデオサーバへのアクセスにユーザ名とパスワードを要求する （カメ ラ / ビデオ
サーバの設定で匿名アクセスが無効になっている） 場合は、 ［ユーザ認証］ オプシ ョ ンか
ら ON を選択して ください。

7. ［ユーザ認証］ オプシ ョ ンで ON を選択した場合は、 ［ユーザ ID］ と ［パスワード］ にカ
メ ラ / ビデオサーバで設定されているユーザ名とパスワードを入力します。

8. 必要に応じて ［備考］ にコ メン ト を追加し、 ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。
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注意 ： � AXIS 262+がカメラに接続できるよ うするには、追加するカメラのポート番号 80 を利用でき
る必要があります。

� AXIS 262+はプロキシサーバの外側にあるカメラに接続することはできません。

カ メ ラの削除

重要！

カ メ ラを削除すると、 そのカメ ラで録画したデータも削除されます。

1. カメ ラを削除する前に、必要なデータをコンピュータのハードディ スクに保存して くださ
い。詳し くは、 31ページ 「録画データをコンピュータに保存する」 を参照して ください。

2. ［カメ ラ番号］ から削除するカメ ラの番号を選択して ［削除］ をク リ ッ ク して ください。
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メ イン画面の設定

メ イン画面では、 カメ ラのラ イブ画像または録画された画像を 1画面で表示したり、 4つのカメ ラ
の画像を ４画面で表示した りするこ とができます。 表示されているカメ ラの画像をダブルク リ ッ ク
する と、 全画面表示に切り替わ り ます。 も う一度ダブルク リ ッ クする と、 元の状態に戻り ます。

全画面表示、 および通常モードの画像上で右ク リ ッ クする と、 シ ョート カッ ト メニューが表示され
ます。 シ ョート カッ ト メニューから様々なオプシ ョ ンにアクセス可能です。 また、 現在選択されて
いるカメ ラ画像のタイ トルバー （画像の下部） は、 グレーで表示されます。

1画面表示

カメラの選択

AXIS 262+ にカメ ラを追加する と、メ イン画面で追加したカメ ラの画像を閲覧できるよ うにな り ま
す。 ［1画面］ ボタンをク リ ッ ク し、 表示するカメ ラの番号をク リ ッ ク して ください。

ク リ ックして 1 画面表示を
選択します。

表示するカ メ ラの番号をク
リ ックします。

画像の状態 ビデオの時間 手動録画開始 /停止

選択したカ メ ラからの
画像が表示されます。
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4画面表示
4 画面表示のパターンを利用して 4 つのカメ ラの
ライブ画像、 または録画された画像を表示します。

4画面パターンの作成

1. メ イン画面上部の を ク リ ッ ク し、

続いて左側の リ ンクから ［レイアウ トオ
プシ ョ ン］ - ［4画面パターン］ をク リ ッ
ク します。

2. ［パターン番号］ ド ロ ップダウン リ ス ト
から未使用の番号を選択します。

3. ［パターン名称］ にパターン名を入力し
ます。

4. 各ポジシ ョ ンに表示するカ メ ラ を選択
します。何も表示しない場合は、 OFF を
選択して ください。

5. ［表示］ オプシ ョ ンで ON を選択して ください。 このオプシ ョ ンを有効にする と、 メ イン
画面で 4画面パターンを使用できるよ うにな り ます。

6. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。

注意 ： パターンを削除する場合は、 ［パターン番号］ から削除するパターンの番号を選択して ［削除］ をク

リ ッ クして く ださい。

カメ ラ番号 カ メ ラ名

1. 未使用の番号を選
択します。

2. パターン名を入力
します。

3. 各ポジシ ョ ンで表
示するカ メ ラ を選
択します。

4. ONを選択してメイ
ン 画面 で こ のパ
ターンを表示でき
るよ うにします。

5. ［設定］ ボタンをクリ ックします。
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4画面パターンの表示

4 画面パターンを作成する と、 そのパターンを使用して メ イン画面で画像を表示できるよ うにな り
ます。 また、 使用する 4 画面パターンを メ イン画面で選択するこ と も可能です。 メ イン画面の ［4
画面パターン］ タブをク リ ッ ク し、 表示するパターンを選択して ください。

注意 ： ［同期］ ボタンを利用すると、 4つのカメラが撮影した同時刻のビデオを閲覧することができます。

自動切換

以下の手順にしたがって、 メ イン画面に表示するカメ ラまたは 4画面パターンを自動的に切り換え
て ください。

1. ［自動切換］ タブをク リ ッ ク します。
2. 自動切換の対象とするカメ ラ、 または 4画面パターンのボタンをク リ ッ ク します。

3. カメ ラの自動切換を行う場合は、 右側の ［カメ ラ自動切換］ ボタンをク リ ッ ク します。 4
画面の自動切換を行う場合は、 右側の ［4画面自動切換］ ボタンをク リ ッ ク します。

4. 自動切換を停止する場合は、 ［Stop］ ボタンをク リ ッ ク します。

注意 ： 自動切換を行うには、 最低でも 2つのカメラ /4画面パターンを選択する必要があります。

1. クリ ッ クして 4 画面
表示を選択します。

2. ［4画面パターンタブ］
を選択します。

3. 表示するパターンを
選択します。

［同期］ ボタンをクリ ックすると、 4つのカメ ラの再生を同期させることができます。

1. ［自動切換］ タブを
選択します。

2. 自動切換に含めるカ メ
ラ、またはパターンを選
択します。 3. 切換の間隔を選択します。

4. 1画面で切換を行います。

5. 4画面で切換を行います。

6. 切換を停止します。
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フレームレート

メ イン画面でライブビデオス ト リームおよび録画されたビデオを閲覧する際のデフォルトのフレー
ムレートは、 30 フレーム / 秒に設定されています。 フレームレートは、 30 フレーム / 秒から 1 フ
レーム /分の範囲内で選択するこ とができます。

ライブビデオ

以下の手順にしたがって、メ イン画面でのライブス ト リームのフレームレート を設定して ください。

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、 続いて左側の リ ンクから ［カ メ ラオプシ ョ ン］ -
［ライブレート ］ をク リ ッ ク します。

2. ［カメ ラ番号］ ド ロ ップダウン リ ス トからフレームレート を設定するカメ ラの番号を選択
します。

3. ［フレームレート ］ ド ロ ップダウン リ ス トから使用するフレームレート を選択します。
4. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。

録画

AXIS 262+はネッ ト ワークカメ ラやビデオサーバが配信可能なフレームレートで画像の録画を行い
ますが、 実際のフレームレートは ［フレームレート ］ オプシ ョ ンで設定した値よ り も低くなる こ と
があ り ます。 これは、 利用可能な帯域幅が限られていたり、 カメ ラ / ビデオサーバの設定でフレー
ムレートの制限を行っている場合などに発生します。

手動録画と スケジュール録画で同じカ メ ラに対して異なるフレームレート を設定した場合、 AXIS
262+ はそのうちで最も高く設定されたフレームレート を利用して録画を行います。 アラーム録画
の場合は、 アラームの設定ページで指定したフレームレート を常に使用します。

1. 設定するカメラ番号を選択します。

2. フレームレート を選択します。

3. ［設定］ ボタンをクリ ックします。
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手動録画のフレームレート を設定する

以下の手順にしたがって、 手動録画時のフレームレート を設定して ください。

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、続いて左側の リ ンクから ［録画オプシ ョ ン］ - ［手
動］ をク リ ッ ク します。

2. ［カメ ラ番号］ ド ロ ップダウン リ ス トからフレームレート を設定するカメ ラの番号を選択
します。

3. ［フレームレート ］ ド ロ ップダウン リ ス トから使用するフレームレート を選択します。
4. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。

1. 設定するカメ ラ番号を選択します。

2. フレームレート を選択します。

3. ［設定］ ボタンをクリ ッ クします。



 23  ビデオの録画
ビデオの録画

AXIS 262+のハードディ スクへの録画は、 あらかじめ指定した時間に行ったり、 アラームによる ト
リガや、 手動で任意に開始させるこ とができます。 たとえば、 オフ ィ ス内のモニタ リ ングなどの場
合、 月曜から金曜までの就業時間中に録画を実行するこ とができます。 また、 ドアが空いたと きや
モーシ ョ ン検知が行われたと きに入力を ト リガと して録画を開始した り、 メ イン画面から手動で録
画を開始するこ とができます。

メ イン画面の ［カメ ラ選択］ タブには、 各カメ ラの録画状況が表示されます。

スケジュール録画

定期的に録画を行う曜日、 時間を各カメ ラに対して設定するこ とができます。 また、 1 日の中で複
数の録画を実行するこ と もできます例 ：毎週火曜日、 10:00-12:45、 14:00-16:15、 20:30-23:00に
録画を実行）。曜日によって異なるスケジュールを設定した り、また複数の曜日に対して同時に設定
を行う こ と も可能です。

スケジュール録画を設定する

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、続いて左側の リ ンクから ［録画オプシ ョ ン］ - ［ス
ケジュール］ をク リ ッ ク します。

2. ［カメ ラ番号］ ド ロ ップダウン リ ス トからスケジュールを設定するカメ ラの番号を選択し
ます。

3. ［スケジュール設定］ の欄で録画を行う曜日、 開始時間、 終了時間、 フレームレート を設
定します。

4. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。
5. ［スケジュール録画を有効にする］ 欄にある ［設定］ ボタンをク リ ッ ク してスケジュール
を保存します。 他のスケジュールを作成する場合は、 手順 2～ 5 を繰り返して ください。

カ メ ラ 1 ： スケジュール録画中
カ メ ラ 2 ： アラーム録画中
カ メ ラ 3 ： 手動録画中
カ メ ラ 4 ： 録画停止中
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スケジュール録画を削除する

1. ［カメ ラ番号］ ド ロ ップダウン リ ス トからスケジュールを削除するカメ ラの番号を選択し
ます。

2. スケジュール一覧から削除するスケジュール （灰色のバー） をク リ ッ ク して選択し、 ［削
除］ をク リ ッ ク します。

3. ある曜日に設定されている複数のスケジュールをすべて削除する場合は、 まず ［曜日］ を
選択します。 続いて、 時間帯から ［終日］ を選択して ［削除］ をク リ ッ ク して ください。

注意 ： ［全カメラのスケジュール録画を有効にする］ オプシ ョ ンから OFF選択して ［設定］ ボタンをクリ ッ
クすると、すべてのスケジュール録画を一時的に無効にすることができます。このオプシ ョ ンを利用
すると、すべてのカメラのスケジュール設定をそのままの状態で保存し、後日必要に応じて再利用す
ることができます。

1. 設定するカメラの番号を選択します。

2. スケジュール録画を実行す
る曜日を選択します。

3. 録画の開始時間と終了時間
を設定します。

4. フレームレー ト を設定しま
す。

6. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク し
ます。

例） 土曜日 8:00～ 17:00

5. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク し
ます。
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アラーム録画

アラーム録画は、AXIS 262+の入力ポートからの信号や、Axis ネッ ト ワークカメ ラ / ビデオサーバ
からのアラーム通知を ト リガと して録画を実行します。

以下の手順にしたがって、 アラーム録画の設定を行ってください。

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、 続いて左側の リ ンクから ［カ メ ラオプシ ョ ン］ -
［カメ ラ］ をク リ ッ ク します。

2. ［カメ ラ番号］ ド ロ ップダウン リ ス トからアラーム録画を行うカメ ラの番号を選択します。
3. ［アラーム録画］ オプシ ョ ンから ON を選択します。

4. ［アラーム ト リガ］ オプシ ョ ンからアラームを ト リガする方法を選択します。 AXIS 262+
の入力ポート を利用する場合は Local input port、 カメ ラ / ビデオサーバのアラーム通知
を利用する場合は Camera を選択して ください。

5. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。

6. 続いて、 左側の リ ンクから ［録画オプシ ョ ン］ - ［アラーム］ をク リ ッ ク します。

7. ［カメ ラ番号］ ド ロ ップダウン リ ス トからアラーム録画を設定するカメ ラの番号を選択し
ます。

8. 手順 4 で選択したアラームを ト リガする方法にしたがって、 フレームレート を選択しま
す。 Local input portの場合は本体接点入力欄の ［フレームレート ］、 Camera を選択した
場合はカメ ラアラーム入力欄の ［フレームレート ］ から値を選択して ください。

1. 設定するカ メ ラの番号を
選択します。

2. ON を選択してアラーム録画を
有効にします。

3. ト リガの方法を選択します。

4. ［設定］ ボタンをクリ ックします。
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9. カメ ラを利用してアラームを ト リガする場合は、 ［最大録画時間］ オプシ ョ ンから録画を
継続する時間を選択します。

10.アラーム録画が開始、 および停止したと きにメ ッセージを受信する場合は、 TCP 通報欄

でメ ッセージの内容をそれぞれ入力して ください。

11.［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。
12.TCP 通報を利用する場合は、 TCP サーバを設定する必要があ り ます （TCP 通報機能はオ
プシ ョ ンです）。

13.TCP通報設定を行った場合は、 ［設定］ ボタンをク リ ッ ク して設定を保存して ください。

1. 設定するカメラを選択します。

2. 利用する ト リガの方法のフ レーム
レート を選択します。

3. * TCP通報を利用する場合は ON を選
択します。

4. * TCP通報に含めるメ ッセージを入力
します。

5. ［設定］ ボタンをクリ ックします。

6. * TCP通報の有効/無効を設定します。

7. * TCPサーバの設定を行います。

8. ［設定］ ボタンをクリ ックします。

* TCP通報のオプシ ョ ン設定です。

カ メ ラ 1は Local input port を利用してア
ラームト リガするよ う設定されています。
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カメ ラを利用してアラームを ト リガする

Axis ネッ ト ワークカメ ラ / ビデオサーバを利用してアラームを ト リガする場合は、AXIS 262+にア
ラーム通知を送信するよ うカメ ラ / ビデオサーバを設定しておく必要があ り ます。

以下の手順にしたがって、 カメ ラ / ビデオサーバのアラーム通知 （HTTP） を設定して ください。

1. Axis ネッ ト ワークカメ ラ / ビデオサーバの内部 Web ページにアクセスし、 ［Setup］ -
［Event Configuration］ - ［Event Servers］ ページを開きます。

2. ［Add HTTP...］ をク リ ッ ク して以下の設定を行ってください。

� ［Name］ フ ィールドに、 「AXIS 262+」 と入力して ください。

� ［URL］ フ ィールドに次のアドレスを入力して ください （<IP-address>には AXIS 
262+の IP アドレスまたはホス ト名を入力して ください）。
http://<IP-address>/axis-cgi/operator/record/record.cgi

� ［User name］ フ ィールドに、 AXIS 262+に登録されているユーザ名を入力して くだ
さい。 こ こで指定するユーザは、 Operator または Administrator権限を持っている必
要があ り ます。

� ［Password］ フ ィールドに、 ［User name］ フ ィールドで指定したユーザのパスワード
を入力します。

3. 次に、Event Server （AXIS 262+） にアラーム通知を送信する設定を行います。Axis ネッ
ト ワークカメ ラ / ビデオサーバの内部 Web ページで、 ［Event Configuration］ - ［Event
Types］ をク リ ッ ク します。

4. ［Add triggered ...］ をク リ ッ ク します。

5. General欄の ［Name］ フ ィールドに任意の名前を入力します。 イベン トが 1つも無い場
合はそのままでも構いません。Respond to trigger...欄は alwaysのままにしておきます。

6. ［Triggered by...］ ド ロ ップダウン リ ス トから、 どのよ うにしてイベン ト を開始するかを
選択します。

7. When Triggered...欄で ［Send HTTP notification to］ オプシ ョ ンをチェ ッ ク し、右側の
ド ロ ップダウン リ ス トから手順 2で設定した Event Server （AXIS 262+） を選択します。

8. ［Custome parameters］ フ ィールドの設定を行います。

� アラーム開始時に使用する ト リガの場合は、 次のよ うに入力して ください （カメ ラ番
号 には AXIS 262+ で設定されているカメ ラの番号 （1～ 8） を設定して ください）。
action=start&trigger=alarm&sourceno= カメ ラ番号

� アラーム終了時に使用する ト リガの場合は、 次のよ うに入力して ください （カメ ラ番
号 には AXIS 262+ で設定されているカメ ラの番号 （1～ 8） を設定して ください）。
action=stop&trigger=alarm&sourceno= カメ ラ番号

9. ［OK］ をク リ ッ ク します。
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手動録画

メ イン画面を利用して手動で録画を実行するこ とができます。 手動録画は、 カメ ラごと、 またはす
べてのカメ ラで録画を開始するこ とができます。 特定のカメ ラで録画の開始 / 停止を行う場合は、
カメ ラ画像の右下に表示されているボタンを使用して ください。 すべてのカメ ラで録画の開始 / 停
止を行う場合は、 ［カメ ラ選択］ タブに表示されているボタンを使用して ください。

このボタンをク リ ックすると、 現在表示され
ているカメ ラの録画を停止します。

このボタンをクリ ッ クすると、 現在表示され
ているカメラの録画を開始します。

このボタンをクリ ッ クすると、 すべてのカメ
ラの録画を開始します。

このボタンをク リ ッ クすると、 すべてのカメ
ラの録画を停止します。



 29  ビデオの再生
ビデオの再生

手動録画、 スケジュール録画、 およびアラーム録画機能を利用して録画されたビデオは、 メ イン画
面で再生するこ とができます。 また、 録画の実行中でも既に録画されたデータの再生を行う こ とが
可能です。 特定の日付と時間を指定して該当するビデオを再生した り、 アラーム リ ス トから選択し
たアラーム録画を再生するこ と もできます。 スケジュール録画、手動録画、およびアラーム録画は、
お使いのコンピュータに AVI ファ イルと して保存するこ とができます。

ビューワス ク リーンの下に表示されているツールを利用して、 以下のよ うな再生操作を行う こ とが
できます。

� 様々な速度で再生、 逆再生が可能

� 録画データの最初と最後にジャンプ可能

� 同期再生によって、 4つのカメ ラで同じ時刻に録画されたデータを表示

� 再生の一時停止、 フレーム前後のコマ送り

再生設定

録画データを再生する場合、 以下のオプシ ョ ンを使用するこ とができます。

� 通常のみ表示 -手動録画、 スケジュール録画のみを表示

� 通常 + アラーム表示 -すべての録画 （手動、 スケジュール、 アラーム） を表示

� アラームのみ表示 - アラーム録画のみを表示

注意 ： 「通常 + アラーム表示」 オプシ ョ ンを選択した状態でハードディスク上にアラーム、 および手動 / ス
ケジュール録画の両方が保存されている場合、フレームレートが高い方の録画データが優先的に再生
されます。

日付と時刻を利用した再生

日付と時刻を指定して、1つのカメ ラまたは 4つのカメ ラの録画を同時に再生するこ とができます。
以下の手順にしたがって、 日付と時刻を指定して再生を行ってください。

1. 録画を再生するカメ ラ （または 4画面パターン） を選択します。

2. 日付、 時刻を選択します。
3. ［ジャンプ］ ボタンをク リ ッ ク して指定した日付と時間に該当する録画を開きます。 該当
する録画が無い場合は、 指定した日付と時刻に最も近い次の録画を表示します。

手動録画とスケジュール録画を表
示して、 アラーム録画を非表示にし
ます。

すべての録画を表示します。 アラーム録画だけを表示します。
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4. コン ト ロールを使用して、 録画の再生または高速再生を行ってください。

注意 ： 再生設定で選択したオプシ ョ ンによって、再生の対象となる録画が決定します。たとえば、アラーム

のみ表示オプシ ョ ンを選択することによって、 アラーム録画のみを表示することができます。

アラーム一覧を利用した再生

アラーム一覧には各カメ ラのアラーム録画が表示されます。 一覧から再生するアラーム録画を選択
して再生するこ とができます。 各アラーム録画には録画の開始時間と終了時間、 録画番号、 および
録画を開始したと きの画像がサムネイルと して表示されます。 

メ イン画面右上に表示されているカメ ラ情報には、アラームに関するものが含まれています。アラー
ムが発生したカメ ラの ［Alarm］ 欄には、 「あ り 」 と表示されます。 また、 アラーム発生後、初めて
リ ス ト を更新した時には、 ［Alarm］ 欄には 「新着」 と表示されます。

以下の手順にしたがって、 アラーム録画を再生してください。

1. ［アラーム一覧］ タブを選択します。
2. ド ロ ップダウン リ ス トからアラーム一覧を表示するカメ ラを選択します。
3. 一覧から、 再生するアラーム録画をひとつク リ ッ ク します。
4. ［ジャンプ］ ボタンをク リ ッ ク します。
5. 選択したアラーム録画の画像が表示されます。
6. コン ト ロールを使用して、 録画の再生または高速再生を行ってください。

1. 設定するカメラを選択します。

2. 月を選択 し
ます。

3. 日を選択 し
ます。

4. 時刻を選択
します。

各カ メ ラのアラーム
情報が表示されます。

アラーム録画の
再生時は、 カ メ
ラ番号がオレン
ジ色で表示され
ます。

6. アラーム録画を再生します。

5. 該当する録
画を表示し
ます。
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録画データをコンピュータに保存する

アラーム録画、手動録画、およびスケジュール録画をお使いのコンピュータのハードディ ス クに AVI
ファ イルと して保存するこ とができます。 保存する録画の開始時間、 終了時間、 および保存場所を
指定して ください。

注意 ： 再生設定オプシ ョ ンで 「通常 + アラーム表示」 を選択している場合は、 録画データを保存すること
はできません。「通常のみ表示」、または「アラームのみ表示」に切り換えてから保存を行って ください。

以下の手順にしたがって、 録画データを AVI ファ イルと して保存して ください。

1. 再生設定オプシ ョ ンで、「通常のみ表示」、または「アラームのみ表示」を選択して ください。
2. ［カメ ラ選択］ タブから録画データを保存したいカメ ラを選択します。
3. カレンダーの上にある ［ダウンロード］ タブをク リ ッ ク します。
4. 録画の開始時間を指定して ［日付指定ジャンプ］ をク リ ッ クするか、 コン ト ロールを利用
して録画を開始するフレームまで移動します。

5. 録画を開始するフレームが表示されたら、［START］欄の ［Set］ ボタンをク リ ッ ク します。

6. 録画を終了するフレームまで移動し、 ［END］ 欄の ［Set］ ボタンをク リ ッ ク します。

7. ［Save to folder］ フ ィールドに保存先のディ レク ト リ を入力します。

8. ［File name］ フ ィールドに必要に応じてファ イル名を指定します。

1. ［アラーム一覧］ タブをク リ ックします。

2. カ メ ラを選択します。

3. リス トからアラームを
クリ ッ クします。

4. ［ジャンプ］ をクリ ッ ク
してアラーム録画を表
示ます。

リス ト にはアラーム録画の
開始時間、終了時間、および
サムネイル画像が表示され
ます。
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9. ［ダウンロード開始］ ボタンをク リ ッ クする と、 録画データの保存が開始されます。

1. 手動録画 / スケジュール録画、または
アラーム録画を選択します。

2. 録画データを保存したいカメラを選択します。

4. 保存する録画の日付と時刻を
選択し、［日時指定ジャンプ］を
ク リ ッ ク して該当する録画を
表示します。

5. 録画を開始するフレームを設
定します。

6. 録画を終了するフレームを設
定します。

7. フ ァ イルの保存場所を指定し
ます。

8. 必要に応じてフ ァ イル名を指
定します。

9. AVI ファイルの保存を開始しま
す。

3. ［ダウンロード］ タブをク リ ッ
クします。
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ハードディスク

容量

各カメ ラの手動 / スケジュール録画、 およびアラーム録画のディ スク容量の割り当て状況を確認し
たり、変更した りするこ とができます。新し く追加されたカメ ラは、デフォルトで手動 / スケジュー
ル録画用に 12 GB、 アラーム録画用に 7 GBが割り当てられます。

メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、 続いて左側の リ ンクから ［録画オプシ ョ ン］ - ［容量］ をク
リ ッ ク します。 各カメ ラのディ ス クの使用状況を確認し、 必要に応じて容量の割り当てを変更して
ください。

注意 ： カメ ラに割り当てられているディスク容量を減らすと、 録画データが削除されることがあります。

データの上書き

録画データが使用領域の限界に達した場合に、 古いデータを上書きするかど うか設定するこ とがで

きます。 メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、 続いて左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ ン］ -
［上書き］ をク リ ッ ク します。 ［カメ ラ番号］ から上書きの設定を行うカメ ラを 選択し、 手動 / スケ
ジュール録画、 またはアラーム録画のそれぞれに対して上書きを行うかど うか設定して ください。

注意 ： 上書き設定が無効 （OFF） になっている場合、 ハードディスクが一杯になるとそのカメ ラの録画がで
きな く なります。

ハードディスクの交換

AXIS 262+のハードディ スクは交換するこ とができます。交換用のハードディ スクは、250MB （部
品番号 ： 27528） です。 これ以外のハードディ ス クに交換された場合、 保証の対象外とな り ますの
でご注意ください。 また、 製品出荷時に搭載されていたハードディ スク、 および Axis が指定する
交換用のハードディ スク以外のハードディ スクを利用した場合の動作保証は一切いたしません。

警告！

AXIS 262+は静電気放電 （ESD） に対して敏感です。ハードディスクの交換時には、アース用スト ラ ッ
プ、 ESD プロテク トグローブやマッ ト を使用するなどの対策を行って ください。 また、電気的障害を
避けるために、カバーを取り外す前に電源ケーブルを抜いて本体の電源を必ず切るよ うにして くださ
い。

以下の手順にしたがって、 ハードディ スクの交換を行ってください。

1. 電源ケーブルを本体から取り外します。
2. カバーを固定しているネジを外します （側面 2箇所、裏面 3箇所）。詳し くは、 11ページ
「AXIS 262+ リアパネル」 を参照して ください。

3. カバーを取り外します。
4. ハードディ スクの IDE ケーブルと Power ケーブルを取り外します。

5. ハードディ スク （ブラケッ ト ） を AXIS 262+本体に固定しているネジを外します。
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6. ブラケッ ト を取り出し、 ハードディ スクをブラケッ トに固定しているネジを外します。
7. 新しいハードディ スクをブラケッ トに取り付けます。 続いて、 ブラケッ ト を AXIS 262+
本体に取り付けます。

8. IDE ケーブルと Power ケーブルを接続し、 カバーを取り付けます。 最後に、 電源ケーブ
ルを接続してください。

注意 ： 新しいハードディスクのジャンパが 「マスタ （Master）」 に設定されていることを確認して く ださい。

フラッシュ メモリ

1. IDEケーブルと Powerケーブルを
取り外します。

ハードディスク ド ライブ

2. ブラケッ ト をベースに固定して
いるネジを取り外します。

3. ブラケッ ト を取り外します。
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システムオプシ ョ ン

日付 &時刻
日付と時刻は、 録画データおよびラ イブビデオを閲覧する と きに表示されます。 ラ イブビデオ上に
日付と時刻が表示されていない場合は、 画像上で右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト メニューから ［日
付 / 時刻 表示］ を選択して表示するこ とができます。 日付と時刻は画像と一緒に保存され、 録画
データの検索条件などに使用されますので、 正確な日付と時刻を使用するよ うにしてください。

AXIS 262+の日付と時刻は、手動または NTPサーバを利用して自動的に設定するこ とができます。
また、AXIS 262+ を使用している地域のタイムゾーンや、日付と時刻の表示形式を設定するこ と も
できます。

注意 ： タイムゾーンを変更すると AXIS 262+が再起動し、 録画が最大 10分間停止します

以下の手順にしたがって、 AXIS 262+の日付と時刻を設定して ください。

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、続いて左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ ン］ -
［日付＆時間］ をク リ ッ ク します。

2. 日付と時刻の設定方法を選択します。
� 手動で設定する場合は ［手動で設定する］ オプシ ョ ンを選択して日付と時刻を指定し
て ください。

� 自動的に日付と時刻を更新する場合は ［NTPサーバと同期する］ オプシ ョ ンを選択
し、 NTPサーバの IP アドレス （またはホス ト名） を入力して ください。

3. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。
4. AXIS 262+ を使用している地域をタイムゾーンから選択します。

5. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。
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NTPサーバ

AXIS 262+ の重要な機能と して、 AXIS 262+ を Axis ネッ ト ワークカメ ラ / ビデオサーバの NTP
サーバと して利用できる という点があ り ます。ネッ ト ワークカメ ラ / ビデオサーバの内部Webペー
ジを開き、 NTP サーバの設定フ ィールドに AXIS 262+ の IP アドレスを入力して ください。 AXIS
262+ を NTP サーバと して設定するこ とによ り、 ネッ ト ワークカメ ラ / ビデオサーバの日付と時刻
を AXIS 262+ と同期させるこ とができます。

注意 ： メイン画面の右上に表示されている時刻は、お使いのコンピュータの時刻になります。 AXIS 262+の
［日付と時刻］ ページで設定した時刻ではありません。

ネッ トワーク TCP/IP
AXIS 262+ の IP アドレスおよび他のネッ ト ワークに関連する設定はインス トール時に設定します
が、必要に応じてセッ ト アップページでも設定を変更するこ とができます。AXIS 262+は DHCP を
サポート しています。 固定の IP アドレスを設定するこ と も可能です。

AXIS 262+ でホス ト名を利用する場合は、 プライマ リ DNS サーバを設定する必要があ り ます。 ホ
ス ト名を利用して NTP またはメールサーバにアクセスする場合は、 お使いのネッ ト ワークの DNS
サーバを設定して ください。

1. 設定モードを選択します。

2. 手動で設定する場合は、
-日付と時刻を選択します。
- ［設定］ ボタンをクリ ックします。

NTPサーバで設定する場合は、
- NTPサーバの IPアドレスを入力します。
-問い合わせ間隔を選択します。
- ［設定］ ボタンをクリ ックします。

3. タイムゾーンを選択します。
4. ［設定］ ボタンをクリ ッ クします。

5. 日付の表示形式を選択します。
6. ［設定］ ボタンをクリ ッ クします。
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SMTP （電子メール）
AXIS 262+は、 ハードディ ス クエラーやシステムエラーが発生したと きに、 あらかじめ設定した 5
つまでの宛先に電子メールを送信するこ とができます。

まず、 以下の手順にしたがって、 SMTPの設定を行ってください。

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、続いて左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ ン］ -
［SMTP （電子メール）］ をク リ ッ ク します。

2. ［メール通知］ オプシ ョ ンから ON を選択します。

3. ［送信元アドレス］ に、 メールの送信元と して表示される メールアドレスを入力します。
4. メールの送信に使用する SMTP サーバの IP アドレス （またはホス ト名） を、 ［プラ イマ
リサーバ］ フ ィールドに入力します。 必要に応じて、 ［セカンダ リサーバ］ フ ィールドに
セカンダ リ SMTPサーバを設定するこ と もできます。

5. AXIS 262+がメールを送信する前に SMTPサーバの POP3認証が必要な場合は、 ［POP3
認証］ オプシ ョ ンから ON を選択して ください。デフォルトでは、 このオプシ ョ ンは OFF
に設定されています。

6. 必要に応じて、 POP3サーバの IP アドレス、ユーザ ID、パスワードを入力して ください。

7. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。

続いて以下の手順にしたがって、 メールアドレスを リ ス トに追加してください。

1. 「送信先メールアドレスの設定」 にある ［番号］ ド ロ ップダウン リ ス トから未使用の番号
を選択します。

2. ［送信先アドレス］ フ ィールドに、 メールアドレスを入力します。
3. ［設定］ ボタンをク リ ッ ク します。

注意 ： SMTPサーバ、 POPサーバがホスト名の場合は、 ［システムオプシ ョ ン］ - ［ネッ トワーク TCP/IP］ ペー
ジで DNSサーバを設定して く ださい。
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メンテナンス

［メンテナンス］ページには、AXIS 262+の管理ツールが含まれています。メ イン画面上部の を

ク リ ッ ク し、続いて左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ ン］ - ［メンテナンス］ をク リ ッ ク して く
ださい。

� 再起動 -何らかの問題が発生したと きに、 AXIS 262+ を再起動するこ とができます。

� ソフ ト リセッ ト - IP アドレス、 サブネッ トマスク、 ゲート ウェイ、 プライマ リ DNS
サーバ、 セカンダ リ DNSサーバ以外のすべてのパラ メータを工場出荷時の状態に リ
セッ ト します。

� デフォルト -すべての設定を工場出荷時の状態に リセッ ト します。

� ファームウェアのアップグレード - AXIS 262+に新しいファームウェアをインス トール
します。

� バッ クアップ -すべてのパラ メータ設定をバッ クアップファ イルに保存します。

� 復元 -バッ クアップファ イルを使用して、 AXIS 262+ の設定をバッ クアップ時の状態に
戻します。

注意 ： 復元は、バッ クアップ時と同じバージ ョ ンのファームウェアを搭載した、同一シリアル番号の機器に

対してのみ行えます。バッ クアップ時とは別のバージ ョ ンのファームウェアを搭載した機器や、別の
シリアル番号の機器では実行しないで く ださい。

ログ & レポート
AXIS 262+ に何らかの問題が発生した場合、 ログファ イル、サーバレポート、パラ メータ リ ス ト を
表示して製品のステータスやすべてのパラ メータ設定を確認するこ とができます。 ログファ イルは
ハードディ スク上に保存されており、 ファ ク ト リセッ ト アップボタンを押さない限り消去されませ
ん。

以下の手順にしたがって、 ログファ イル、サーバレポート、パラ メータ リ ス ト を表示して ください。

1. メ イン画面上部の をク リ ッ ク し、 続いて左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ ン］

- ［ログ＆レポート ］ をク リ ッ ク します。

2. ［ログ］、 ［サーバレポート ］、 ［パラ メータ リ ス ト ］ ボタンをク リ ッ クする と、 別のウ ィン
ド ウが開いて情報が表示されます。
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ト ラブルシューテ ィング

AXIS 262+ に関する問題を解決するには、 まず 42ページ 「症状、 考えられる原因、 および対処方
法」 を参照して ください。 また、 ファームウェアのアップグレードを行う こ とによって問題が解決
できる場合があ り ます。

AXIS 262+ をリセッ トする
AXIS 262+ の動作が不安定になったり した場合は、 まず AXIS 262+ の再起動を試してみてくださ
い。再起動しても問題が解決しないと きは、AXIS 262+ を工場出荷時のデフォルト設定に リセッ ト
して ください。 再起動、 ソフ ト リセッ ト 、 デフォルトへの リセッ トは、 セッ ト アップページの ［メ

ンテナンス］ から行えます。 メ イン画面の を ク リ ッ ク し、 左側の リ ン クから ［システムオプ

シ ョ ン］ - ［メンテナンス］ をク リ ッ ク して ください。 また、 AXIS 262+ の リアパネルに備えられ
ているファ ク ト リセッ ト アップボタンを利用して工場出荷時の状態に リセッ トする こ と もできま
す。

再起動 - ［メンテナンス］ ページの ［再起動］ ボタンをク リ ッ クする と、 AXIS 262+が再起動しま
す。 設定は一切変更されません。

ソフ ト リセッ ト - ［メンテナンス］ ページの ［ソフ ト リセッ ト ］ ボタンをク リ ッ クする と、 IP アド
レス、 サブネッ トマスク、 ゲート ウェイ、 プライマ リ DNSサーバ、 セカンダ リ DNSサーバ以外の
すべてのパラ メータを工場出荷時の状態に リセッ ト します。

デフォルト - ［メンテナンス］ ページの ［デフォルト ］ ボタンをク リ ッ クする と、すべてのパラ メー
タが工場出荷時の状態に リセッ ト されます。 IP アドレスもデフォルト値に リセッ ト されます。

注意 ： ［ソフ ト リセッ ト ］ および ［デフォルト ］ を実行すると、 ハードディスク上の録画データが消去され

ます。

フ ァク ト リセッ トアップボタン

新しいハードディ スクに交換した後や、 Disk インディケータが赤色で点灯していて AXIS 262+ に
アクセスできない場合には、 リアパネルに備えられているファ ク ト リセッ ト アップボタンを使用し
て工場出荷時の状態に リセッ ト して ください。

注意 ： AXIS 262+ を工場出荷時の状態にリセッ トすると、 ハードディスク上の録画データが消去されます。

以下の手順にしたがって、 工場出荷時の状態に リセッ ト して ください。

1. リアパネルのファ ク ト リセッ ト アップボタンを、Status インディケータが黄色で点滅する
まで押し続けます （約 15 秒ほどかかる場合があ り ます）。 Status インディケータが点滅
し始めたら、 ボタンを放します。

2. Status インディケータが緑色で点灯し （約 1分ほどかかる場合があ り ます）、 AXIS 262+
は工場出荷時の状態に リセッ ト されたこ とを示します。

3. インス トールガイ ドの手順にしたがって、 AXIS 262+ を再インス トールしてください。
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ファームウェアのアップグレード

ファームウェアは AXIS 262+ の機能を決定するソフ ト ウェアです。 現在インス トールされている
ファームウェアのバージ ョ ンを確認して、 最新のファームウェアが利用できる場合はアップグレー
ドを行ってみてください。 ファームウェアをアップグレードするこ とによって、 問題が解決される
場合があ り ます。

AXIS 262+ の現在のファームウェアバージ ョ ンは、サーバレポートで確認するこ とができます。 メ
イン画面右上の ク リ ッ ク し、 画面左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ ン］ - ［ログ＆レポー
ト ］ - ［サーバーレポート ］ ボタンをク リ ッ ク して ください。

ファームウェアのアップグレードを行う前に、 アップグレード手順および リ リース ノートの内容を
必ず確認するよ うにしてください。 新しいファームウェアは、 Axis の Web サイ ト から無料でダウ
ンロード してご利用いただけます。

重要！

ファームウェアのアップグレードを実行すると、 すべての録画データ、 および設定 （ネッ トワークの設
定を除 く ） が消去されます。必要な録画データをコンピュータのハードディスクに保存してからアップ
グレードを行うよ うにして ください。

1. AxisのWebサイ ト からファームウェアをダウンロード して、お使いのコンピュータに保
存します。

2. メ イン画面右上の を ク リ ッ ク し、 画面左側の リ ン クから ［システムオプシ ョ ン］ -
［メンテナンス］ をク リ ッ ク します。

3. ファームウェアのアップグレード欄で、 ［参照 ...］ ボタンをク リ ッ ク してダウンロード し
たファームウェアを選択します。

4. ［アップグレード］ ボタンをク リ ッ ク します。 アップグレードが終わるまで 1 ～ 10 分待
ちます。

5. しばら く して AXIS 262+ が自動的に再起動します。 再びブラウザで AXIS 262+ にアク
セスできるこ とを確認してください。

注意 ： � アップグレードに失敗したと思われる場合でも、最低 20分はそのままで待ってから AXIS 262+ を
再起動するよ うにして く ださい。

� アップグレードが正し く行われなかった場合、故障の原因となることがあります。誤ったアップグ
レード手順による故障については、 Axisは修理費用を請求させていただきます。
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インターネッ ト経由で AXIS 262+にアクセスする場合
AXIS 262+で使うネッ ト ワークポート番号は、 80番と 2000番です。 インターネッ ト経由で AXIS
262+にアクセスしたい場合は、 ルータの NAT アドレス ・ ポート変換の設定を以下のよ うに設定し
て ください。

注意 ： インターネッ ト経由で AXIS 262+ にアクセスしている場合、 メイン画面の ［カ メ ラリンク］ ボタンは
正し く動作しません。

サポート

Axisの技術サポートにお問い合わせをいただく まえに、サーバレポート またはログファ イルをご用
意ください。 サーバレポートやログファ イルには、 問題の解決に役立つ情報が含まれています。

ログファ イル - メ イン画面右上の をク リ ッ ク し、画面左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ ン］

- ［ログ＆レポート ］ - ［ログ］ ボタンをク リ ッ ク して ください。 ログファ イルには、 AXIS 262+内
で発生したイベン トが記録されています。

サーバレポート - メ イン画面右上の をク リ ッ ク し、画面左側の リ ンクから ［システムオプシ ョ

ン］ - ［ログ＆レポート ］ - ［サーバレポート ］ ボタンをク リ ッ ク して ください。 サーバレポートに
は、 AXIS 262+およびそのファームウェアについての重要な情報が含まれています。

AXIS 262+の LAN側ポート WAN側ポート

ポート 80 → 80 または 80以外に設定

ポート 2000 → 2000 （2000以外には設定できません）

コンピュータ

WAN上のコンピュータ
URL ： http://212.10.10.10:8080

AXIS 262+
192.168.0.90

Axis ネッ トワークカ メラ
192.168.0.91

ルータ （NAT）
212.10.10.10
ポート 2000は 2000 にマッピング
ポート 80は他のポート （例 ： 8080） にマッピング可
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症状、 考えられる原因、 および対処方法

Web ブラウザから AXIS 262+にアクセスできない
プロキシサーバの問題 Web ブラウザでプロキシサーバを使用しないよ う設定してみて ください。

他のネ ッ ト ワークに関す
る問題

ネッ トワークケーブルに問題がないか確認して く ださい。

内部Web ページが正し く表示されない
ネ ッ ト ワークの負荷が高
い

十分な帯域幅を確保するよ うにして ください。

録画データが検索できない

時刻が編集されている ［日付 &時刻］ ページで手動で日付と時刻を変更した場合、 特定の日付と時刻
を利用して録画データを検索できな く なるこ とがあります。 時刻を編集する
と、 同日、 同時刻の録画データが 2つ保存されることになります。

ただし、 録画データはハードディ スク上に保存されていますので、 前の録画
データから再生することによって閲覧することができます。

ビデオ画像が表示されない

ActiveX コンポーネン トが
インス ト ールされていな
い

ActiveX コンポーネン トは、Windows上でライブビデオを閲覧するためのソフ
トウェアです。 ActiveX コンポーネン トが正し く インス トールされていない場
合、 ビデオは表示されません。

ActiveX コンポーネン ト をインス トールするには、 Internet Explorer の ［イン

ターネッ トオプシ ョ ン］ - ［セキュリテ ィ ］ タブを開き、現在のゾーンのセキュ
リテ ィ レベルを ActiveXがインス トール可能なレベルに一時的に下げて くださ
い。 AXIS 262+ のメイン画面にアクセスすると、 ActiveX コンポーネン トのイ
ンス トールが行われます。

ActiveX のインストールが完了したらブラウザのセキュリテ ィ レベルを元のレ
ベルに戻して く ださい。

ActiveX コンポーネン トのインス トールを行うには、 インス トールするコン
ピュータに Administratorの権限でログオンしている必要があります。

ユーザ数が多すぎる ビデオを同時に閲覧できる最大ユーザ数は、 4 です。

ネッ トワークの問題 AXIS 262+はビデオの閲覧にポート 80 および 2000 を使用します。 Web ペー
ジは表示されるが、 ビデオが表示されない場合は、 ポート 2000がブロックさ
れていないかどうか確認して く ださい。

AXIS 262+ で録画を行う Axis ネッ トワークカ メ ラ / ビデオサーバは、 ポート
80 にアクセスできる必要があります。 詳し くは、 ネッ トワーク管理者に相談
して く ださい。

AXIS 262+はローカルに動作するが、 ルータを越えて動作しない
ファイアウォールの問題 ファイアウォールの設定について、 ネッ トワーク管理者と相談して く ださい。

設定の問題 ［システムオプシ ョ ン］ - ［ネッ トワーク TCP/IP］ ページで、サブネッ トマスク
とゲートウェイに正しい値が設定されているか確認して く ださい。
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交換部品

AXIS 262+には、 以下の交換部品が用意されています。

� AC電源アダプタ ： 25094 MAINS ADAPTOR AXIS 262+

� ハードディ スク ： 27528 HARDDISK 250GB AXIS 262+

� ファン ： 25096 FAN SYSTEM AXIS 262+

� CPU ファン ： 25097 FAN CPU AXIS 262+

交換部品については、 Axis 製品の販売店までご連絡ください。 また、 Aixs のホームページをご参
照ください。

手動録画が行えない

適切なユーザ権限を持っ
ていない

Administrator、 または Operator の権限を持つユーザでメイン画面にアクセス
しているか確認して く ださい。匿名アクセスの許可が行われている場合は、手
動による録画は実行できません。

AXIS 262+にホスト名でアクセスできない
設定の問題 ［システムオプシ ョ ン］ - ［ネッ トワーク TCP/IP］ ページで、 プライマリ DNS

サーバに正しい値が設定されているか確認して く ださい。

画像の問題

画像が更新されない 撮影している被写体が複雑な場合は、AXIS 262+ にアクセスしているユーザ数
を減らしてみて ください。

十分な帯域幅が得られているか確認して く ださい。 また、 お使いのコンピュー
タがシステム要件を満たしているか確認して く ださい。

画像がぼやける 接続している Axisネッ トワークカメ ラ /ビデオサーバのト ラブルシューテ ィ ン
グを参照して く ださい。

画質が悪い 接続している Axisネッ トワークカメ ラ /ビデオサーバのト ラブルシューテ ィ ン
グを参照して く ださい。

画像がちらつ く 接続している Axisネッ トワークカメ ラ /ビデオサーバのト ラブルシューテ ィ ン
グを参照して く ださい。

思う よ う なフ レームレー
トが出ない

システム要件を満たしたコンピュータを使用して ください。

適切な帯域幅を確保するよ うにして ください。

AXIS 262+、 および接続しているカメラ / ビデオサーバの設定を確認して く だ
さい。



 44 AXIS 262+ユーザーズマニュアル 



 45  技術仕様
技術仕様

項目 仕様

ビデオ圧縮 Motion JPEG

対応カ メ ラ Axis ネッ トワークカメ ラ / ビデオサーバ （フ ァームウェアバージ ョ ン 4.15 以上
を搭載）

録画フレームレート � QVGA または CIF ： 240 フレーム /秒
� VGA または 4CIF ： 120 フレーム /秒

録画容量 250 GBハードディスク

ビデオチャネル 8 ビデオチャネル

解像度 最大 1280× 1024 （接続しているカメラの最大解像度に対応、画像劣化はなし） 

カ メ ラライブビュー AXIS 262+からすべてのカメ ラのモニタが可能。

自動切換モード ビデオソースの切換表示 （1画面または 4画面表示） が可能。

音声サポート 全二重のライブ音声に対応 （音声対応のカメラ / ビデオサーバに直接接続した場
合）。 ただし、 音声の録音はできません。

パン / チルト /ズーム パン / チルト / ズームのコン ト ロールが可能 （パン / チルト / ズーム対応カ メ ラ
に直接接続した場合）。

アラーム録画 ネッ トワークカメ ラ / ビデオサーバからの通知、または AXIS 262+のデジタル入
力を利用したアラーム録画に対応。

アラーム録画のフレーム
レート

各カ メ ラに対してスケジュール録画とは異なるフレームレート を設定すること
が可能。

スケジュール録画 カ メ ラで設定した個々のスケジュールに対して異なるフレームレート を設定す
ることが可能。

手動録画 あらかじめ定義したフレームレート を利用して手動で録画を開始するこ とが可
能。

再生 録画データの再生、 高速再生、 コマ送りなどが可能。

同期再生 4つのビデオソースからの録画データを特定の時刻で同期させて再生することが
可能。

録画データの検索 日付と時刻を使用した録画データの検索。

AVI ファイルの保存 録画の一部を AVI ファイルと してコンピュータに保存することが可能。

時刻の同期 AXIS 262+ の日付と時刻を Axis ネッ トワークカメ ラ / ビデオサーバに同期させ
ることが可能。

サマータイム調整 ゾーン設定が可能。

システムアラーム通知 � 出力 1 ： アラーム録画のステータス
� 出力 2 ： チャネルロストのステータス
� 出力 3 ： ハードディスクエラー
� 出力 4 ： ハードディスクフル
*ハードディスク / システムに問題が発生した場合に、 アラーム通知の送信が可能。

セキュリテ ィ マルチユーザレベルのパスワード保護に対応。

コネクタ � イーサネッ ト 10BASE-T/100BASE-TX、 RJ-45 コネクタ
� ターミナルブロック ： アラーム入力× 4、 出力× 4
� RS-232 ： UPS （無停電電源装置） 接続のためのシリアルコネクタ× 1 



 46 AXIS 262+ユーザーズマニュアル 
プロセッサ、 メモリ � CPU ： VIA C3
� メモリ ： 256 MB
� フラ ッシュ メモリ ： 128 MB

電源 12 V DC、 最大 50 W （通常 40 W）

動作環境 温度 ： 5～ 40ºC、 湿度 ； 20～ 80% RH （結露不可）

対応言語 英語、 ド イツ語、 日本語 （使用する言語を自動的に検出）

インス トール、管理、 メン
テナンス

AXIS IP Utility （IP アドレスの設定用ユーティ リテ ィ）、Webベースのセッ トアッ
プツール、 HTTP を利用したファームウェアのアップグレードに対応。

コ ンピュータのシステム
要件

� CPU ： Pentium 4、 2 GHz以上、 または同等の AMD。
� メモリ ： 512 MB以上。
� グラフ ィ ッ クカード ： AGP、 Direct Draw、 32 MB以上のビデオメモリ。
� OS ：Windows XP （Professional Edition)
� その他 ： DirectX 9.0以上、 Internet Explorer 6.0以上。

対応プロ ト コル HTTP、 TCP、 SMTP、 DHCP、 ARP、 DNS、 NTP。

付属品 � 外部電源 （12 V DC）
� 電源ケーブル （ド イツ、 イギリス、 日本向け）
� インス トールガイ ド
� Axis Network Video Product CD

認可 � EMC: EN55022: 1998 Class B 
� EN61000-3-2 
� EN61000-3-3
� EN61000-4-2 
� EN61000-4-3 
� EN61000-4-4 
� EN61000-4-5 
� EN61000-4-6 
� EN61000-4-11 
� EN 55024:1998, VCCi
� VCCI: Class B
� Safety: EN60950

サイズ、 重量 � 高さ ： 72mm、 幅 ： 310mm、 奥行 ： 290mm
� 重量 ： 5 kg （外部電源を除 く ）

すべての仕様は予告なく変更されるこ とがあ り ます。

項目 仕様
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